



















の東京の留守宅宛てに送られ 、母体としての東亜同文会を含めた同大学の、今後の り方について 各種論議・経過を報告しているも である。これら計閃が山された時期は日本の敗戦から、本間らが
k
海より帰国した（一九四六年三月一日）直前までにあたり、その問本土では呉羽分校 閉鎖、東亜同文会本部「霞





































































務省より型事長の出頭を要請 来り同文台故に内院の作成に問して重大なる示唆を興へられ候仰て刷出事長 学校側の態度点明を．叫求され般に就ては熟慮 鮎川水緊急の慮置として別紙〔
B〕の如き答中を致し候最近賄事諸公は静











































































あかぬものに有之、一宮｛房治郎〕理事長〔代用〕とは激論をしたる間柄につき特に無責任を感じ肘り候、宇治田〔直義〕氏ハ同窓会云々と称して図書並に剰余金の横奪を策し居り最近は他 固体への合流を策し居り候条外務省（久保田事務官）に対して先手を打ち置き候条心配なかるまじく候外務省案としてハ純正なる研究所の設立を慾山致し居り候条其他ハ認可せざる見込みに御座候研究所案ハ牧田｛武｝氏の手元まで提出致置候（人件費二十五万円、経常費二十五万円、開設費十五万円）同事太田〔英二氏に御聴取被下皮候制学処置 太田氏に合計庶務．般ハ行川〔正一〕、浅野〔巧戸、｝、広江〔貞助〕三氏 一任致問候条御聴取被ド度未着送金の処置は特に肝要にレ仔ぜられ候（坂本〔一郎〕氏、下関・福岡両替為貯金局調査中 清算の厳重監視は外務省（久保削事務官）に山中込慣き候も充分御留意被下度願上候学校新設問題に関しては本年に人りて文部省のな向変化しっ、あり届出制度とする方針に向ひっ、あるらしく同文会へもその意向を通じ置き候も、若し設立の意志なき場合は我々にて設立する計量に有之但し、外務省の注文としてハ書院の残篤といふ誠初 残さぬ様 せよとの引に有之候補地としてハ坂本長峰〔永峰崇仁〕 両氏の進一一目により別府に定め、別府市の奔走幹旋の形式 仕組申候、問題は資金の獲得に有之、早急に「東亜大学設立阪事務所」を先生お宅に御指定被下それを根城として寄附金の募集か、る必要有之候但し学生の制学は新設学校の成否如何に不拘継続断行の方針となし被下度 生をして去就に迷すことなき様念願仕り
















































































































(,i）支持院.1t~ ：：＇主義1 VOL. 14 52 

